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本年 5 月2 、 3 E i の連休を利用して弘共は宍粟郡奥
谷村へ採集した。奥谷村には採集地として知られた音
水、赤西両国有林があるが、 2 日の採集地としではさ
らに北方の引原部落西方の谷をえらんだ。 3 日も新し
い場所を予定していたが雨のため音水固有林の本谷を
雨中約 2時間しか歩けなかった。現今採集家の訪れる
のは中音水の渓谷で、音7. 1 ¥ 本谷の渓谷は従来余り採集
されていない場所である。しかしかっ葉樹林の手前ま
での櫨林地しか歩けなかったのは残念であった。 ifl原
西方の谷は初めて採集の行われた場所で、スギの植林
地が多いが好採集地で種類はかなり多い。しかし数年
後揖保川綜合開発事業による引原グムが完工すると採
集は困難になる。
地勢と交通の関係で私共は夏期休日良を利用する以外
耕 b部の採集は困難である。そのため木本類の種類は
相当明らかになっているが、花を見ないと見逃しゃす
く識別の困難な掌漆額にはまだまだ調置の余地が残さ
れている。今回の採集はこのプラ :/21をうずめるのに
役立つところが多かった。
奥谷村は中国山脈の東部に属する山地の一部である
が、姫路付近はいうに及ぼず宍粟郡南部とでもかなり
気温、積雪の差がある。従って樋物の種類は勿論出
芽、開花の時期にも相当のずれのあのととが考えられ
るが、事実郡南では新緑となっているのに引原の谷や| 央薬郡奥谷村採集植物園録
音水ヘスると容の植物相である。郡南と較べると出芽 (A) 草本 類
や開花が約 2週間おくれていることが認められた。本 ( a ) 開花中のもの
稿は採集確認した横物の種類に併せてこの状泥も記録| ヵνサイタνポポ、ヤマザトタシポポ、タニキキヨ
した。 Iゥ ( H ) 、Y ルカノコソウ ( H，0 ) 、グ 1レマムグラ
次に今回得た知見について略記する。 I CH) 、カキドウれラショウモシカズラ、ャマノレ F
1) ヤマトグサは昭和14年 4 月建部除宍粟郡蔦沢村| ソウ C H，0 )，ミズタビラコ、プデリ シドウ( 日〉、

岩上国有林で採り( J J 27年 5 月忍共2 人は千島村寺谷山 h"ヤグ C H，0) 、ジヤニ Y ジ人アカネスミレ、す
で採集。今回若干ではあるが引原で採集した。従来兵| カスミ ν、アオイスミレ、 y ロメナタチ Y ボスミレ、
庫県に宋記録であったo スミレサイシν、マノレメスミ ν、ヒゴスミレ、ヒメミ
2) 〆イセシミ0 / バ0 / 0 / グは但馬には知られている| ヤマスミレ、ナガメタチ Y ボスミ ν( H ) 、ヤマアイ

が表側には新しく知られるものである。筒建部は昭和 I ')lパヲチグ] } (日〉、 y ロメナネコノメソ
15年 8 月宍粟郡繁盛村で採集している。ヤマトグサと| ウ (0) 、ヤマネョノメソゥ、タチネコノメソゥ、ョ
共に宍粟郡北部山地に広く分布するものと考えられ| ゴレネコノメソウ〈日〉、ボタ Y ネコノメソウ、ヒメ
る。 Iレシグ、コνロy ソウ ( H，0) 、ヒロハノコシロν
3 ) 夢l原部落周辺に点々とサグラの満開が見られた| ソウ= タデノウミロ Y ロシソウ、タネ Y ケメナ、オオパ

' 7 サピ、ムラサキケマν、ミヤマ
から、いずれもケヤマザグラと考えられる。 Iグマν( H ) 、イカリソウ ( H，0 ) 、ノレイ亘ウ$ " : 1
4 ) ザゼν Y ウは夏の採集に見のがされていたもの| ウマ、ヤマシヤグヤグ( 日〉、ニロ νソウ ( Hでは開

守男
ー

劫

と思われ、与! 原でも音7. 1 ¥ でも欝流にそって多く見られ
た。今回播E警に産することが確実になった。
5 ) ヤマザトタνポポは号l原の谷を少しスると荒廃

した畑地があり、そこにカνサイタνポポと混って生
えていた。播磨に新しく知られた。
6 ) スミレ属の種類が多く採集されたがヒゴスミ

レ、ヒメミヤスミ ν. アカネスミレ、オカスミν、マ
ノレメスミレは兵庫県叉は播磨に新認録である。約30年
生のスギ縫淋地には特にヒゴスミレ、スミレサイ y

y 、テガメノタチ0 / ボスミνの生育がよく、ヒゴスミ
v 、スミレサイννの見事な群落が見られた。
7 )号i原ではシグ類が豊富で採集には時期が早かっ

たが特にミヤマペニ$ ";;tが注目されたほかウラグ F が
1株ではあるが見つかった。私共が宍粟郡で採った最
北地点で、生育の状態はすでに不適応地を思わせるも
のがあった。
8 ) ミヤマハコベ、 y ヤグ、タヤェ y ジν、プタ 9

、アサγキは今回
播磨に於ける産地が確認されたか、新しく記録される
もので、普通品の確実な採集記録がプロラ調査には必
要であることが痛感される。

海内?問、恵普E建

註①、野外博物第2巻26頁 (1940) に報告した。
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Y ギ ( H，開花直前， 0 ，才的、0 / 1 ) パテ ( H，花〉、
ムラサキマユミ ( H ) 、サワダ、0 / ( 0 ) 、ブサザグラ

( H， 0 ，花) . ケヤマザグラ〈日，花〉
(C) 羊歯

ザカグイノデ ( H，0) 、タヤナy イノデ、サイゴ
グイノデ ( H ) 、オジヤグジデνダ ( H，0 ) 、すV
グ〔日〉、グュウモ y Y'$/グ、 y シ' j J ' シラ、ヤマヤプ
ソテ0 / C H， 0 ) 、ヒロハヤプソテ y 、イワイタチシ
グ ( 0 ) 、ヤマイタチシダ、ミヤマベニ$ / 2<" C H， 
0 ) 、コタニワタリ、カラグサシダ、 ( 0 ) 、ピロウド

シ2 < " 、ヒメサジラνC H，0 ) 、/ キシノプ、ミヤマ

類

花せず， 0 ) 、イチリ γソウ ( H， 0 ) 、サワハコ
ベ、ミヤマハコベ、ノミノブスマ、ヤマトグサ、ブタ
ロシズカ、ヒト P シズカ、 y ュy ラν( H ) 、ヒメケ
イラν( 0 ) 、テνナ!/"$ノヨウ ( H，0) 、オグノカ
y スゲ¥ カサラスゲ、ミヤマグュズスグ〈日〉、ミヤ
マカ νスゲ、カ y スゲ、王子ジ王子カサスヂ、コカ y スゲ、

( 0 )、ナルコスグ、ニ y ノホ〆モνジスゲ、ミゾイチ
ゴ Y ナギ C H，0 )  

つぼみのもの
アサγキ、ヤマトグサ. ハνショウズノレ C H )

(b) 

ノキシノブ ( H，0 ) 、イヌνグ ( H ) 、ウスヒメワ

ラピ ( 0 ) 、キヅノオ手ノグ、ゼY マイ C H，0 ) 、ウ

その他の草本類
タイミンガサ( 日〉、プ王子、ノプキ C H，0 ) 、ウ

ド C H ) 、イタドロ ( H，0 ) 、ザゼシソウ( 果， H ，
0 ) 、オオメコ C H，0 )  

( B ) 木 本

(  c) 

タヒバ (0)類

採集植物で疑問のあるものは田川基二博士〈羊歯
類〉、村田源先生 C顕花植物〕、小山鉄夫先生〈スグ
扇〉、三木11民一先生( スミレ麗〉の御考定を賜った。
記して) 享く感謝の意を表する。命宿泊のお世話になっ
た引原小学校寺元先生に厚く御礼申上げる。( July，
3， 1954) 

記号: 日; 引原， 0 ; 音 7九花; 開花，実: 結実(H，果〉、ゴ、マキ (0) 、ヤマタグジ
( H，花，附近の山から2 < " イセシミヲメタ Y グと共に
採って来ているものを見た。〉、ダ、イセνミヲメ ;J')l

グ C H，花，これは採集した。〉、コハテイカグ ( 0，
花〉、キプシ (H，0 ，花〉、ミヤマハハソ (0) 、
トチノキ ( H，0 ，芽が約 4 - 5 c mのびたところ。〉
チドリノキ ( H， 0 ， 花) . ウリハグカ z デ" ( H， 

エザトコ

シュロソウ
旧葉翰の残部が、シュロ毛に色と形が似ているため

の名事訴で、根を黒委事E室根( コグリロコ ν〉といい、薬
湯を作って入浴するとカイセνに効き、棋の煎汁はν
ラミの駆除剤とする。エルビ、νを含む。

11. 

(p.72から〉

m 、根茎は短大で横走し根を出す。茎は中空管状で下
部は紫色を帯びる。実は大形で互生し、広樗円、または
長卵形、長さ20-30 c m、先は尖り基部は締まり、茎
を抱く翰となる。縦ひだ多数顕著で裏面に軟かい短毛
を密主主する。 7 月項、基頂に円錐状複総状花序を出
し、 6弁で淡賞禄の条錦のある白色花を聞く。少しく
臭気がある。

シュロソウ層E…一醐は短カし
雄花やや長〈、子房無毛・・・. . . . . . . ーコパイケイソウ
雄花やや短かく、子房有毛・・・H ・H ・パイケイソウ

花がい片は緑色~ 黒紫色、花柄はやや長い

根茎をとり乾したものを白護軍蓮根、または東雲草〈ν
ノノメソウ〉と呼ぶ。エルピν、プロトベラドリ ν、

i花緑色、花がい片やや鋭頭 ア同ソウ
花黒紫色、花がい片やや鈍頭i実は披針形でやや広い νユロソウ
葉は線形で狭い・.......・H ・- ナガパノ: シュロソウ
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セメグνなどのアルカロイドを含む。
長用殺虫剤水 11に東雲草600gを7¥れ煎じ、穏液に

右けん75 gを加え71<17 1にうすめて使用する。ネキロ
ムV 、ハムシに有効で、煎汁は烏の羽、y ラミ駆除や皮
膚病に塗布するコパイケイソウも同成分である。

suzuki


suzuki



